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世界の祝日～８月～ 

■韓国  15日 解放記念日 

       （光復節） 

■ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 9日 独立記念日 

     10日 振替休日 

       （独立記念日） 

■ﾀｲ   12日 王妃誕生日 

出所：ジェトロ通商弘報 

「世界の祝祭日2009年版」から 

食品は不景気にも強い 

6月23日(火)～26日(金)、台湾・台北市

で開催された「FOOD TAIPEI 2009」(台北

国際食品展覧会)に県内企業9社が出展し、

台湾食品市場へチャレンジした。当機構が

本見本市に出展するのは今回が4回目で、

これまで本県の優れた産品が徐々に台湾の

人々に受け入れられるなど素晴らしい成果

を挙げてきた。 
 

当機構が平成19年度から台湾に設置して

いるコーディネーターとの連携のもと、事

前の物流ルートの構築や有望バイヤーへの

事前訪問等の準備が功を奏し、会期中４日

間の商談件数は188件（昨年125件）、うち

成約３件、成約見込８件という成果があっ

た。また今回の出展においては、出展経験

を有する企業と新規出展企業がノウハウを

共有することにより相乗効果を生むなど、

全体としてのモチベーションを高く保つこ

とができ、鳥取県の企業が一体となって売

り込むことができた。 
 

出展企業からは、「日本製品に対する

評価の高さを肌で感じ、台湾での販売の

きっかけを得ることができた。」「引き

合いがあったバイヤーと早急にコンタク

トをとり、成約につなげたい。」など、

前向きな感想をいただき、台湾市場が依

然として有望な販路開拓先であることを

再認識した。 
 

 今回の商談が１件でも多く成約に結び

つくよう、とっとり貿易支援センターや

台湾コーディネーターと連携しながら、

引き続き成約に向けたフォローアップを

実施し、更なる海外販路拡大を目指して

いきたい。 

 

 なお、本件については、次頁の台湾レ

ポートでもご紹介している。 

FOOD TAIPEI 2009に出展しました！ 

世界中からバイヤーが来場する 

【(財)鳥取県産業振興機構海外支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ 早川】 

出展企業 主な出展商品 

㈲あぶい蒲鉾 琴浦町 魚肉練り製品 

㈲ＡＯＮケミカル 鳥取市 二十世紀梨酢 ほか 

㈱エムコ 米子市 健康食品（アントシアニンパウダー ほか） 

㈱海産物のきむらや 境港市 高分子もずくフコイダン、味付岩もずく、味付なまこ 

㈱かにじまん 境港市 かにパウダー入り加工品 ほか 

㈱ゼンヤクノー 鳥取市 健康茶 

㈱大陸 鳥取市 無添加調味料 ほか 

千代むすび酒造㈱ 境港市 日本酒、焼酎、リキュール 

㈱ヘイセイ 琴浦町 あご入り鰹ふりだし  

美味で高品質な日本食は大人気 
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現地発！台湾月刊レポート 25 
台北国際食品展覧会（FOOD TAIPEI 2009）についての報告 

 「台北国際食品展覧会（FOOD TAIPEI 2009）」が、無

事終了した。日本館の出展数は減ったが、その分注目度

は高かったようである。メディア報道、個人BLOGから展

覧会結果を探りたい。  
 

 2009年の「台北国際食品展覧会」、「台北国際食品加

工・飲食設備機械展」、「台北国際包装工業展」の食品

等三展覧会が６月26日に終了した。(財)中華民国対外貿

易発展協会（TAITRA）統計によれば、会期中に106ヶ国

の外国企業、そして236社の国内業者が、1143ブースを

つくり展覧会場内にて商談を行った。 

 

■新鮮食材が注目される 
 

 商談成立金額は4222.8万米ドル(40億日本円)、今後の

購買金額は7509.9万米ドル(71億日本円)にも達した。本

展覧会の参加者のうち、国内の参観者が4.7万人。その

うち関係業者が3.6万人。外国人参観者は4270人であっ

た。昨年比で9.6%の増加である。TAITRAによると、本年

の展覧会は、眼をみはるものがあり、展覧会期間中1143

ブースにおいて、一対一の商談が進んだ。特徴としては

「有機」「無農薬」などの食の安全性が注目された。来

年の三食品展は、６月23～26日に行われる予定。 
 

 日本館においては、新型インフルエンザ(H1N1)の影響

で昨年より出展者が20%減少した。出展品は、水産品、

おやつ、味噌など。日本館代表の羽村氏は、「近年日本

食品の安全性にも問題が発生している。今回の出展者に

は、“新鮮食材”を提供する店を重点的に出展させた」

と語った。 
 

 韓国館においては、柚子茶、海苔、キムチなどの加工

食品、特に今年目立ったのは、メロン、エリンギ、パプ

リカなどの新鮮食材。韓国農協責任者によると、パプリ

カ輸出の半分は、日本向け。台湾市場も開拓したいそう

だ。ニンジンにも似たパプリカは、とても人気でとても

おめでたい感じがしたのか、ひっきりなしに質問が来た

とのこと。値段は50台湾ドル(150日本円)/100g。そのほ

か高級品では、マスクメロンが人気を集めた。値段は、

100台湾ドル(300日本円)。 
 

 今年から目立ったのは、中国大陸商品。台湾と中国大

陸との良好な関係をうけて「海峡両岸食品展」が開かれ

た。展覧会のメインは、野菜、果物、生鮮農産品、酒

類、コーヒー、飲料、肉類、乳製品、保健食品、素食、

水産食品、冷凍食品、飴、その他食器など多岐にわたっ

た。特に北京、黒龍江、広東の食品に人気が集まった。

以上が台湾メディアのニュースをまとめたものである。

参考になる部分も読み取れる。 

 

■注目は、黒にんにく、乾しリンゴ、冷凍寿司 
 

 まず、韓国勢の商品と日本の商品がダブりつつあるこ

と。韓国勢は元気があった。また同様に、大陸とのより

親密さを感じた展覧会であった。ただし、台湾人に聞く

と大陸関係ブースは、魅力がないと言っていたが、品質

はどんどん上がっているので商品動向をよく見ておく必

要がある。日本館は、例年に比べて出展数も減りちょっ

とさびしい感じもしたが、逆に台湾人からは、精鋭出展

として注目されたようである。個人系のブログ等を探っ

ていくと、商品として一番出てきたのは、味噌の展示で

あった。確かに今まで、味噌をてんこ盛りにしての展示

は、なかったように思える。台湾における砂糖が入った

甘い味噌汁から、日本とのかかわりが増えて、最近は、

すっきり辛口の味噌も受け付けられるようになってき

た。特に台湾では、台湾人が経営する日本料理やトンカ

ツ店でも甘くない味噌汁が、目立っている。他には、黒

にんにく、乾しリンゴ、冷凍寿司などが、新鮮だったよ

うだ。 

 

■ブログを活用して宣伝効果を狙う 
 

 鳥取県ブースに関しては、食もあるが、美男・美女が

注目されていたようだ。台湾人が書いたブログから拾っ

てきた。 
 

 まず、ある女性の書いたブログから。トップの写真に

㈱大陸の吉本社長が出ていて驚いた。彼女のブログを訳

すと「私は、台湾食品展に関して中立の立場から書こう

と思う。四日間の食品展で多くの国の食品に出会った。

とても価値のあることだ。国際展覧会でのポイントは、

一か所にてたくさんのいろいろな人に出会えることだ。

今回の展覧会で出会ったとっても可愛い人々、日本人、

韓国人、タイ国などなど。」 
 

 (写真左下)「この方は、日本館鳥取県ブースに出展し

ていた業者さん。外見からエレガントさがあふれ出てい

た。売っていたタレはTsubakiの絵が書かれ、私は、こ

のハンサムなおじさんにひかれて、三瓶も買ってしまっ

た。そうしたら大きなおまけまでくれて、その中には黒

豆、サラダ油が。そのブースでサポートしていた女の子

が試食させてくれたところ、彼はなんと！バックヤード

に入り私のためにティッシュと楊枝を用意してくれた。

日本人の優しさがあふれ出ていて感激した。」 
 

 メロメロである。うらやましい、というか妬ける文章

だ。“中立”の意味が分からないが。もう少し、商品の

ことも書いてほしいのだが、これは、フォローすれば書

いてくれるであろう。 
 

 女性部門では、㈱かにじまんの梅崎女史。ご自身関係

のブログ以外では、魅力のある女性として写真（右下）

が掲載されていたのを発見した。  

㈱大陸の吉本社長 ㈱かにじまんの梅﨑社長 

＜次頁へ続く＞ 



Page 3 

 人の魅力というのも商品の一部であることを感じた

台北国際食品展であった。今回は、何人かの台湾人カ

リスマブロガーを招聘したのだが、残念ながらまだ書

かれていない。計算された事前・事後準備が必要であ

ることを感じている。これらについては、食事試食会

を開催するなど、外堀を埋めていきたい。今回の食品

展には残念ながら出展されていなかったが、ニュース

検索をしていて鳥取の「氷温技術」が最近のニュース

として出回っていることに気づいた。鳥取県食品加工

研究所の所長である山根昭美博士の言葉として「台湾

は、もっとも早く氷温技術に興味をもった国である。

しかしそれは、ビンロー(台湾の特殊嗜好食品)であり

なんと台湾ヤクザからの接触であり驚いた。それは、

断った。しかし今後は、積極的に協力していきたいと

思う。」とのコメント。これが広がれば、また鳥取食

品の将来が広がる。  

 

参考URL 

http://mypaper.pchome.com.tw/news/scullywang/ 

http://forum.pchome.com.tw/content/58/9111 

【㈱スナーク 富田】 

ロシアセミナー参加報告 
 ６月16日（火）、ウェルシティ鳥取（鳥取市）におい

て中小企業向けセミナー『最新ロシア市場動向と輸出の

ポイント』 が開催され、ロシア貿易に関心を持つ県内

企業等25名が参加された。 
 

 ロシア極東は、2012年にウラジオストクでＡＰＥＣが

開催されるのをはじめ、2013年までに大型の公共投資が

行われる計画があり、今後経済の活性化が期待されてい

る地域である。しかしその一方で、ロシア国内の輸入・

流通手続きについては情報が少なく、ビジネスを行う難

しさも指摘されている。 

 

■金融危機の影響 
 

 第一部では、ジェトロ海外調査部ロシアＮＩＳ課の島

田氏が『金融危機後のロシア経済』と題し、最新のデー

タから見るロシア市場開拓の可能性について講演。冒頭

で島田氏は、「昨年の金融危機により原油価格の下落や

ルーブル安などロシア経済は景気後退にあるが、一方で

昨年の日露貿易額は過去最高を更新。特に消費財分野で

は、景気回復後を見込んだ日系企業の進出が活発化して

いる。」と紹介した。 
 

 しかし、消費者は価格に敏感になっていることも事実

のようだ。比較的堅調な食品分野においては、消費者が

セグメントを落とす傾向にあり、例えば、これまで“プ

レミアムマーケット、スーパーマーケット”などで食料

品を購入していた高所得者層が、ワンランク下の“ディ

スカウントストア”でより安い商品を購入する傾向にあ

り、高価格帯の売上が減少しているという。 
 

 最後に島田氏は、「ロシア極東の石油・天然ガス開発

事業『サハリン２』の本格稼動や、新規の日本海横断航

路開設などにより、日本とロシア極東の関係は強化され

る。」と説き、「現地の業者は、チューインガム、魚介

類の加工品、乳製品をほしがっている。」と紹介した。 

 

■対ロ輸出、事前準備は万全に 
 

 第二部では、ジェトロ農林水産部農林水産調査課の梶

原氏が『ロシアへの食品輸出の手続について』と題し、

今年初めに実施された試験輸出の概要と結果について報

告した。ルートは、①果実の航空輸送（成田空港→モス

クワ シェレメチボ空港）、②米のシベリア鉄道活用輸

送（石狩港→釜山港経由→ウラジオストク港→シベリア

鉄道→モスクワ）の２とおりで、結果は以下のとおり。 
 

①所要時間 49.5時間 

 ・モスクワの空港から市内の倉庫まで道が渋滞。 

 ・気温が冬は－20度、夏は40度、トラックはディーゼ  

  ルエンジンなので振動で商品が傷む恐れあり。 

②所要日数 52日。 

 ・各駅に停まる度に商品がなくなることもある。 

 ・ウラジオストクで検疫・通関したが、モスクワでも  

  再度検疫があった。 
 

 梶原氏は、「品質保持のためには空輸が確実だが、常

温・長期間保存が可能ならコンテナで鉄道輸送も検討で

きる。ただし貨物を紛失する恐れがあることも知ってお

くこと。」とまとめた。 
 

 貿易実務や通関状況については、「特に時間を要する

のは事前準備。様々な証明書を追加要求され時間がかか

ることを念頭に置く必要がある。また、ロシア側の担当

者が替わる度に要求される書類も替わることがあるので

何度も確認することが必要。」と説いた。しかし、こう

した通関は整備されていく状況にあるそうなので、最新

情報の収集が必須と言えるであろう。 

 

■ジェトロが応援します 
 

 主催者であるジェトロ鳥取事務所の蒲田係長は、「ロ

シアは制度情報、マーケット情報を収集しにくい地域で

あるため、行政や民間のニーズに応じ今後もセミナー開

催や基礎情報の収集・提供に努めていきたい。具体的な

活動内容は未定だが、極東の情報収集のため、今年度は

ジェトロ東京本部でウラジオストクに通信員を配置する

こととなっている。」と話している。 

 

 

【(財)鳥取県産業振興機構海外支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ 早川】 

セミナー内参考写真 
 

 以前と変わらぬ賑

わいを見せる食料品

スーパー。金融不況

も食料品市場への影

響は限定的。 

（2009年2月） 
 

出所：ジェトロ 
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日本食材と中国の各都市① 

これまで上海市以外の外省からの流入者が上海市の戸籍を取得するには大変難しいとされていた。しかし、この

７月より上海市の戸籍制度が変わり、外省出身者に対し上海市戸籍取得の門戸を広げた。 
 

戸籍申請にかかる条件としては、 
 

①上海市居住証を満７年所有していること  

②上海市が規定する社会保険に満７年加入していること  

③上海市の所得税を納付していること  

④上海市において、中級もしくはそれ以上の専門技術職務に就いている者もしくは技術者(国家２級以上職業資格 

  証書を保持)以上の職業資格を所有しており、かつ専門と職種が対応していること 
 

などが挙げられている。上海市としては優秀な人材を上海に留めておく手段の一つでもあり、戸籍を取得した外

省出身者にとっては外省出身者対象の公的医療保険ではなく、上海市戸籍者と同等の保険が受けられ、年金も保証

されるなどのメリットがある。この制度変更により上海市戸籍を取得する人口は増加すると予測されている。 
 

 今回から数回にわたり、上海市の現在の概要と各地方都市における日本食材の実情を見ていきたいと思う。 
 

上海における外来人口は2008年においては517.42万人となっている。2007年のデータによると、上海市に進出し

ている日系企業の数は登録ベースで6,800社以上になっており、日本人の長期滞在者数は48,000人になっているとい

う。出張などで訪海する流動人口を数えると更に多い。 

最新的上海 ～現地レポート～ 16 

【㈱チャイナワーク 孫】 

人口（万人） ＧＤＰ 
平均収入(元/年) 

可処分収入(元/年)※ 

常住人口 上海市戸籍 全体(億元) 一人あたり(元) 都市部 農村部 

1,888.46 1,371.04 13,698.15 73,124 39,502 26,675 11,385 

■上海市の基本概要 （2008年）  

※可処分収入：税金や社会保険などを差し引いた金額。 （出所：上海市統計局ほか） 

■上海市の日本料理店 
 

 日本人の数も多いため日本料理店の数も他地域と比べ

多いが、近頃では減少しているようだ。昨年当レポート

５月号（グローバルウォッチ第18号）の中で上海市にお

ける日本料理の店舗数は800店舗以上に上るとお伝えし

たが、最近の話によると現在では500～600店舗と言われ

ているようだ。昨年後半から続く世界的な金融危機も原

因として挙げられるとは思うが、徐々に淘汰されてきて

いるのではないだろうか。また低価格を重視した日本料

理と味を重視した日本料理の二極化が進んでいると思わ

れる。一つは割安の食べ飲み放題の日本料理店、一つは

駐在員が接待などによく利用すると言われる高級創作日

本料理店に分けられるが、そのどちらにも中国人の姿を

多く見かける。 
 

 中国人は刺身といったナマモノを口にすることはない

と思われている方も少なくないだろう。実のところ、日

本料理店ではもちろんのこと、最近では高級感のある中

華料理店でも刺身を提供しており、中国人も当然のよう

に注文している。日本人の数を見てもわかるように、上

海はすでに国際都市になっている。それに伴い、食の多

様化も進んでおり、現地の中国人も折に触れて異国の食

事を口にしている。そういった意味では、日本の食材の

うち目新しいものが店頭に並んだとしても、すんなりと

受け入れてもらえる可能性は高い。 
 

 今後は各国の料理を食べることの多い上海に住む人た

ちに対し、いかにおいしく費用対効果のある料理を提供

していけるかが検討材料の一つになるのではないか。日

本料理店の競争がますます盛り上がってくれれば、上海

に滞在する日本人にとってもうれしいことである。 

 

■上海市における家族の姿から 
 

 1979年から始まった一人っ子政策であるが、この結果

日本と同様少子化が進んでいる。日本との違いは父母そ

れぞれの４人祖父母が子供の面倒を見るため、核家族に

よく見られる『かぎっ子』は多くないようだ。そのため

外資系のスーパーマーケットでは、おじいちゃんおばあ

ちゃんが孫のために海外ブランドの菓子や生菓子を買い

与える姿が見られる。そのほか退勤に利用する地下鉄近

くのスーパーマーケットで、冷凍食品などすぐに食卓に

並べられる食材を購入して帰宅する奥さんらしき姿も多

く見かける。日本食材を多く扱う外資系のスーパーマー

ケットの担当者は次のように語る。『働くお母さんのた

めにも奥さんのためにも、仕事帰り帰宅後食事の準備が

難なく作れるものを店頭に並べたい』。このことは日本

の食材を販売していく上で重要な要素となっていくので

はないか。 

 

 皆さんにとって、上海はマーケットの大きい街だとい

うことはだいぶ前からご存知だと思う。それに対し周辺

地域や華北部、内陸部はどのような状況なのか、気にな

るところではないだろうか。来月は上海市以外の各地方

都市や地域について、紹介していきたいと思う。 
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編集後記 
 

とっとり貿易支援センター 

貿易に関する相談はこちらの窓口へ 

【東部窓口】 

■（財）鳥取県産業振興機構企業支援部 

 海外支援グループ 

 ℡ 0857-52-6703 

■ジェトロ鳥取貿易情報センター 

 ℡ 0857-52-4335 
 

【西部窓口】 

■㈱さかいみなと貿易センター 

 ℡ 0859-47-3900 

■境港貿易振興会 

 ℡ 0859-47-3905 
 

【その他関係機関】 

■境港管理組合港湾管理委員会事務局 

 ℡ 0859-42-3705   

■ジェトロ貿易相談デスク 

 ℡ 0859-45-2203   

『とっとり・グローバルウォッチ』では、皆様から、内容のご提案や掲載され

ている情報へのご意見・ご感想をお待ちしております。メールでお気軽にお寄

せください。また、受信希望（無料）の方は下記までご連絡ください。 

 

お問い合せ： (財)鳥取県産業振興機構企業支援部 

          海外支援グループ（担当：早川） 
 

       E-mail：kaigai@toriton.or.jp   

       ℡：0857－52－6703 FAX：0857－52－6782 

 ついに、韓国のＤＢＳクルーズフェリーが開設した境港～東海(トンヘ)～ロ

シア・ウラジオストクを結ぶ定期貨客船航路が就航しました。境港～東海間の

片道運賃は8,000円から、往復運賃は14,000円からということですので、夏休

みに気軽な船旅を楽しむにはちょうど手頃ですね。 

 ではその前に、東海についてご紹介しましょう。東海市は、韓国江原道の南

東部にあり、東は海岸線になっています。面積のほとんどが山地となっていま

すが、長い海岸線があるため美しい海水浴場が数多くあります。それは、東海

市の鳥が“カモメ”であることからも、想像ができます。 

 次号の本誌では、実際に境港から東海への船旅の様子をレポートする予定で

す。ご期待ください！【ｒ】 

イベント情報 
日本貿易振興機構（ジェトロ） 

         からのお知らせ 
 

「ＪＡＰＰＥ 2009」のご案内   
 

 本見本市は中国において、唯一日

系自動車部品に焦点を絞った展示会

として好評いただいております。今

年は、バイヤーを450名招待、出展

料金値下げ、部品エリアを独立させ

入場無料、会期短縮など、昨年より

様々な改善を図りました。ぜひこの

機会に出展をご検討ください 。 

 

名称：2009日系自動車部品調達販売 

   展示会 at 広州ﾓｰﾀｰｼｮｳ 

日時：2009年11月24～26日 3日間  
場所：中国進出口交易会琶洲展館  

  （広州国際会議展覧中心） 

出展規模：9,820平米、400小間 

主  催：ジェトロ 

申込締切：2009年8月31日 

問合せ先：ジェトロ海外見本市課 

        電 話 03-3582-5183 

        ＦＡＸ 03-3505-0450 

農林水産省（受託：㈱ジェイコム） 

         からのお知らせ 
 

「WASHOKU-Try Japan’s 

Good Food」のご案内   
 

 本事業は、在外公館等において現

地の要人やオピニオンリーダー等を

対象に、日本からの高品質な食材を

用いた日本食等を提供することによ

り、日本食・日本食材等の魅力を伝

え、彼らの発言等を通じ、広く普及

させることで、日本産農林水産物や

食品の輸出振興を支援する事を目的

としております。ついては、本事業

において提供する日本産農林水産物 

・食品等の出品を募集します。 

 

応募資格：輸出意欲のある日本産農 

     林水産物・食品の生産者 

     ・団体・企業、自治体、 

     輸出元事業者等 

応募締切：2010年1月29日 

問合せ先：㈱ｼﾞｪｲｺﾑ  

     ｲﾍﾞﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ事業局 

     電 話 06-6348-1390  

     ＦＡＸ 06-6348-1507  

韓国貿易センター（ＫＯＴＲＡ） 

からのお知らせ 
 

「Buy Korea 2009 Autumn 」

のご案内 
 

 大変好評を博した1月の「Kotraか

らのお年玉 新春訪韓商談会」の続

編、「訪韓商談会 秋編」を電撃開

催することになりました。韓国貿易

センタ-(大阪)では 同商談会への参

加日本企業(バイヤ-)を募集してお

ります。ウォン安の購買チャンスは

まだまだ続いております。 

 

日時：2009年9月17、18日 2日間 

時間：9時30分～18時（2日間とも） 

場所：韓国 Kintex 国際展示場内 

締切：7月31日又は定員になり次第 

参加費：無料 

問合せ先：韓国貿易センター(大阪)  

     市場開拓部 李ムヨン 

     電 話 06-6262-3831 

     ＦＡＸ 06-6262-4607 


